
理科（物理） 

令和７年度神戸大学前期日程 入試問題『出題の意図・評価ポイント』 

 

 

 

※１ この『出題の意図・評価ポイント』についての質問、照会には一切回答しません。 

※２ 配点（素点）は入試問題に記載してあります。 

なお、本学入学者選抜のための教科・科目ごとの配点については、令和７年度 

神戸大学学生募集要項を参照してください。 

 

【出題の意図・評価ポイント】 

問われている内容を的確に読み取り、必要に応じて数式やグラフなどを用いて結果まで

の導出過程を論理的に説明し、物理現象を正しく記述する能力を総合的に評価する。 

 

I. 液体中で運動する直方体を題材に、運動方程式に関する基本的な理解を問うた。 

問１ 直方体にはたらく重力と浮力の理解を評価のポイントとした。 

問２ 重力と浮力を含む運動方程式の理解を評価のポイントとした。 

問３ 問２の運動方程式から得られる直方体の速度の時間変化に関する理解を評価のポ

イントとした。 

問４ 問２とは異なる状況での重力と浮力を含む運動方程式の理解を評価のポイントと

した。 

問５ 問２と問４の運動方程式から得られる直方体の速度の時間変化に関する理解を評

価のポイントとした。 

 

II. 電場と磁場が金属中の自由電子に与える影響に関して基本的な理解を問うた。 

問１ 金属中の自由電子が電場から受ける力の理解を評価のポイントとした。 

問２ 自由電子が電場から受ける力と金属中での抵抗力のつりあいの理解を評価のポイ

ントとした。 

問３ 自由電子が電場からされる仕事とジュール熱の関係の理解を評価のポイントとし

た。 

問４ 電磁誘導現象の理解を評価のポイントとした。 

問５ 誘導起電力と抵抗における電圧降下の関係の理解を評価のポイントとした。 

 

III. 波の基本的な性質として、音波の共鳴・うなり・ドップラー効果に関する総合的な

理解を問うた。 

問１ 周波数がわずかに異なる２つの音波の合成によるうなりの発生への理解を評価の

ポイントとした。 

問２ 移動する音源によるドップラー効果と共鳴条件の理解を評価のポイントとした。 

問３ ２つの移動する音源によるドップラー効果と、それに伴う観測者が聞く音波の周

波数変調特性に関する理解を評価のポイントとした。 

問４ ドップラー効果とうなりを組み合わせた変調特性に関する理解を評価のポイント



とした。 

問 5 固定端と開口部を有する共鳴箱における定在波の共鳴条件に関する理解を評価の

ポイントとした。 

 

 


